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Programm  

 

Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791) 

ォ ガ ク マ ウス モー  

 

 

 

Der Schauspieldirektor KV 486 (1786) 

音楽付 喜劇 劇場支配人 序曲  

Ouverture: Presto 

 

Arie (Rondo) für Tenor und Orchester „Per pietà, ラリラ ricercate“ テV 420 (1783)  

う 詮索 い い  

Rondo: Andante - Allegro assai - Adagio - Primo tempo 

 

Arie für Teラリr uラd Orchester„ Misero! O sogno“ - „Aura, che intorno spiri“ KV 431(425b) (1783) 

あわ 男 ！夢 う ？ － あ 吹 風  

Recitativo: Adagio - Andante con moto - Allegro risoluto - Andante sostenuto 

Aria: Andante sostenuto - Allegro assai 

 

Davidde Penitente „A te, fra taラti affaララi“ KV 469 (1785) 

懺悔 第６曲 数知 苦  

Nr.6 Aria: Andante - Allegro  

 

 

 休憩 Pause  

 

 

Die Entfürung aus dem Serail KV 384 (1781-1782) 

後宮 誘拐 序曲 (第1番) (第4番) 行進曲(第5番a) 

近衛兵 合唱(第5番b) (第15番) (第17番) 近衛兵 合唱(第21番b) 

 ì. Ouverture: Presto – Andante – Primo tempo 

 í. Nr.1 Aria: Andante  

 î. Nr.4 Recitativo ed Aria: Andante  

 ï. Nr.5a Marcia  

 ð. Nr.5b Chor der Janitscharen: Allegro  

 ñ. Nr.15 Aria: Adagio - Allegretto  

 ò. Nr.17 Aria: Andante  

 ó. Nr.21b Chor der Janitscharen : Allegro vivace 

 

 



 

 

 

ダiラführuラg  

 

松原 友 季まつばら とも稀 Tenor 
 

東京藝術大学卒業 同大学院修了 野村財団

奨学生 音楽大学大学院 国立音楽大学 科

卒業  

 第 51 回全国学生音楽 全国大会第教位 第 14 回松方 音

楽賞 第 81 回 83 回日本音楽 第況位 岩谷賞季聴衆賞稀 第

71 回文化庁芸術祭新人賞受賞  

 日本各地 公演

放送管弦楽団 新日本 交響楽団 日本 交響

楽団 大阪 交響楽団等 共演 極ＨＫ名曲

小澤征爾音楽塾

Ｐ曲Ｆ音楽祭 出演 小澤征爾 準

大植英次 山田和樹 他 国際的

指揮者 共演 重 劇場 関西二期会 兵庫

県立芸術文化 わ湖 等 公演 携わ  

 同志社女子大学 相愛大学 大阪音楽大学 大阪府立夕陽丘高校音楽科各非常勤講師 東京二期会会員  

 

 

大阪モー サ  Osaka Mozart Ensemble 
 

1984年 大阪大学大学院生 中心 発足 以後 京阪神 各大学 OB 結集 年間4～5回 演奏活動 続

い 指揮者 置 自発的 実現 目指 演奏会 主 作品 取 上 最新 研

究成果 基 い 編纂 原典版 使用 当時 一般的 編成 演奏 い 1986年6月 行 特別演奏会

氏 氏等 共演 好評 博 1986年 1990年

氏 4回共演 1988年5月 小山亮氏 新 全集版 協奏曲全曲

1989年 1994年 関西 協会例会 7回出演 1991

年12月5日 大阪 聖 大聖堂 没後

200年記念追悼 演奏 1995年

大聖堂 出演 大

教会 演奏会 行 1996年 2000年 劇

場例会 5回出演 2004年 指揮者 交響曲

全曲演奏 20年 完結  

©深谷義宜/aura.Y2 

 

 



 

 

 

ダiラführuラg  

 

ー ムベ ガーとモー  

大阪モー サ  武本 浩 

 

 

 

1777年10月2日 母 滞在中 父 宛 手紙 当地 伯爵 料理人 娘 い
う人 女性 第一歌手 伝え い  

 

感 いい娘 舞台姿 美 い 近 見 あ 彼女 生 初 聴い
三度目 舞台 彼女 強 弱 い 美 い声 持 主 非常 澄 い 見事 抑

揚 彼女 先生 彼女 歌 推 先生 歌 教え方 心得 い 自分 立派 歌え
人 あ わ 彼女 数小節声 持続 い 美

驚 彼女 一段 う いう い 速 う
い う澄 速い う い 決 い ――(中略)――

嬢 注目 涙 流 ！ 叫 いう 彼女 舞
台 出 三度目 い 念頭 い い  

 

嬢 先生 あ 1756年 公子 元 仕え い
公子 彼 送 留学後 いう 名 贈

弟子 中 い 前者 妻
従弟 魔弾 射手 作曲者 名 広 知 い 後者 本日 演奏会 選

歌手 あ 1740年2月22日 生 1743年7月6日 生
説 あ 1755年 会 季 稀 師事 1760

年 公子 合唱団 入団 1770年 公子 崩御 同時
選帝侯宮廷楽団 入団 1772年 後 1775年

1777年 名
い 後 1779年 劇場 い 季正歌

劇稀 主役 歌手 務 後 活躍 後 1780年
皇王室国民劇場 契約 同年8月21日 果

皇帝 2世 寵愛 受 1781年 年収 2130 いう高給 あ
1787年 後任 宮廷作曲家 雇用 時 年

棒 800 あ 来 1781年3月16日
見知 土地 着任 時期 半年 変わ い

中 名声 い い 惚 込 生涯 友 数々 名曲
作曲 あ  

 

1782年 一般劇場年鑑 1781年 劇場 演劇 演目 人物 掲載 い
雇用 日付 順 記載 男性 最後 名前 あ  

 

10  [正確 ] 氏 生 滞在中
雇わ 1780年 迫害 見知 女  [ 語版] 役 彼

歌手 主役 若い恋人 優 情熱的 役柄 得意  

 

 



 

 

 

一方 師 1735年 近郊 生 領主
司教 宮廷歌手 務 い 1770年 公子 没後 選帝侯宮廷楽団
入団 1781年1月29日 初演 歌劇 王 KV 366季 選帝侯

謝肉祭用 作曲 委嘱 劇場 初演稀 大祭司役 出演 い 初演時 台本
記 い 1774年 9月頃 選帝侯 3世 謝肉祭用 作曲 委嘱 歌劇 偽 女庭師

KV 196 初演季1775年1月13日 劇場稀 歌手 参加 考え い 従
出会 い い 少 彼 聞い い 容易 想像

1777年 選帝侯 3世 死去 系 家 断絶
選帝侯 選帝侯 継承 際 当時 楽派 名 馳

宮廷楽団 引 連 入 い  

 

1780年11月5日 上演 出発 石 う 固い座席 駅馬車 一睡
い 翌日午後1時 到着 晩 早速 上演 打 合わ 国民劇場 総監

督 伯爵 訪 い 11月13日 住 父 1通 手紙 書  

 

大司教宮廷楽長 

様 

1780年11月13日 

親愛 父 ！ 

大急 書い い 服 着 え い 伯爵邸 行
師 必要 申 合わ 伯爵邸 食事 い ―― 

う 家出 伯爵夫人邸 一緒 会食 ―― 邸 最
上 便利 家 いう 彼 好意 あ 関 う い い ――神 思召

次第 う う  

彼女 お尻 あ き う 振 い う 肌 色 イ 輝 愛妾姫
の 歌 踊 あ お 盛 愛 末 うん 尽 哀 鼻 男 以上 知恵  

 

知恵 季謎文字稀 手紙 使 言葉遊 あ 原文 Sie ist die, welche einen 

Fuchsschwanz im Arsch und eine spitzige Uhrkette am Ohr hangen hat und ムヤラムラ sマャのラムラ Ring, ich 

habe ihn selbst gesehen, und soll der Tリミ びポムロ ヨヤマャ ユリヨヨムラェ iマャ uラモョびマユョヤマャムロ トボララ リャラム Nase.

高橋英郎先生 訳 読者 言葉遊 楽 伝わ う工夫 い 正確 訳 尻尾 

(Fuchsschwanz) 尻 (Arsch) 尖 時計 鎖 (Uhrkette) 耳 (Ohr) 下 見事 指輪 (Ring) 

女性 彼女  (ich) 目 指輪 見 万 一 死 (Tod) 僕 上 訪  小
生 (ich) 鼻 (Nase) 無い不幸 男 全 意味不明 あ 文章 Fauoritin (Favoritin) ＝ 気 入 女
性 隠 い わ 選帝侯 寵姫 伯爵夫人 あ 手紙 述

い う 作 い いう希望 伯爵夫人 仲介 実現 あ
大司教 許可 休暇 6週間 あ 彼 上演後 優 音楽家 集う居心地

良い 留 業 煮 大司教 至急 来 う命令 下 3月12日 向
出発 4日前 伯爵夫人 礼 作曲 憐 私 ？－ああ
語 い 私 い  KV 369 あ 3月7日 10日 父 故郷 父姉 出 い

出発 前日 催 歓送 音楽会 伯爵夫人 感謝 捧 推察  

 

♪  ♪  ♪ 

 

1781年8月1日 住 父 宛 手紙 一昨日 9月半
大公 訪問 際 上演 作曲 う 台本 渡 伝え い 皇帝 直接



 

 

 

作曲依頼 あ 宮廷 監督 何 適当 い 皇帝 問わ
特別 書い い 答え あ 宮廷 解雇 活動 開始

願 い話  

 

台本 上出来 主題 風 題名 別名 後宮 脱出 ――序曲 第
一幕 合唱 合唱 風 音楽 書 嬢 嬢 氏

氏 氏 氏 歌う い ―― 台本 作曲 楽 い
最初 第一幕 締 三重唱 う書 あ い 時間 余裕 い

確 9月 半 う上演 予定 ―― ―― 上演 頃 周囲 状況
―― 他 期待 い 思う ――晴 気分 最高 情熱 燃え 机 飛 最大

座 続 い  

 

う 季歌劇稀 後宮 誘拐  KV 384 作曲 急 極秘 進
極 短期間 仕上 実力 持 い 皇帝 宮廷劇場監督 伯爵 示
伯爵自身 作曲 命 あ 何年 前 懇意 あ 彼
知 い う 必要 あ 事実 知 い 役 演 歌手

役 歌手 あ Belmonte 書 あ 台本 Belmont 

und Constanze う Belmont, Bellmont, Bellemont 記載 多
季 初演 際 役 出演 67歳 老齢 あ 稀

弟子 大司教 歌手 低 歌い過 酷評 人物 彼
王季音楽神 驢馬 耳 音痴稀 言 う 彼 美 い深 あ 声 輝

う 季1781年9月26日付 父 手紙稀 追加 う 台本 変更 い 勝
あ い 前 刑場 い 時 首 時！ 歌う第19番 恐 い 低い二音

季D稀 8小節間 続  

 

8月8日付 父 手紙 12時過 近衛兵 合唱季第5番b稀 書 上 嬢
自分 気 入 い 伝え い 8月22日付 父 手紙 第一幕 出来

上 知 8月29日付 父 手紙 大公訪問 11月 延期 書
う い 伝え い 9月12日付 父 手紙 語版

上演 俳優 3 目 練習 無理 伝え 後 父 郵便 超
過料金 支払わ 膨大 試食品Praegusto 送 際 登場人物 述 い
配役 1782年7月16日 初演 際 同 あ  

 

――登場人物 次 通  

太守 ―― 氏 歌わ い役者  

―― 恋人 嬢  

―― 侍女 嬢  

―― 氏  

―― 召使い 太守 庭番 氏  

――太守 別荘 番人 氏 太鼓腹 男 歌手  

 

9月26日 第一幕 い 考え 伝え い 季曲 順 文章 順番 入 替え 稀  

 

序曲 い 14小節 送 い ―― 短 ――強弱 絶え 入 替わ
い 音楽 入 い ―― 転調 い ―― 一晩中眠 人

眠 わ い い 思い ―― 



 

 

 

始 い 小 第1番 ―― 短い歌 あ 二
人 一緒 二重唱 う 頼  

長調 第4番 ああ 不安 ああ 燃え う 風 表現 御存知
――愛 溢 胸 ―― 2 示 い ―― 聴い 人 気

入 ―― 気 入 い ―― 声 合う う 書 い ――震
え―― 分 ――高鳴 胸 鼓動 ―― 表現 い ――囁 溜息
聞 え ―― 弱音器 第1 1本 表 い  

近衛兵 合唱 第5番b 以上合唱 望 い 文句 出来栄え ――短 陽気 ――
人向 書 い  

 

第4番 9小節目 囚わ い 愛 溢 胸 表
現 28小節目 震え 様 表 い 33小節目 39小節目 高鳴 胸 鼓動 聞 え 39小
節目 全休止 あ 40小節目 彼女 囁 溜息 弱音器 第1 1本 表
述 い 自筆譜 弱音器使用 意味 con sordino 指示 見当 い 指示 書 忘 あ う 私

39小節目 全休止 弱音器 取 付 外 議論 66小節目 冒頭 再現
73小節目 再 第1 現 72小節目 全休止 無 弱音付

演奏 結論 至 新全集 編集者 第1 弱音器あ 橋 分 演奏
案 提案 い 本当 意図 あ う pia:

con sordino 代わ pp: 書 入 1 下 様 当初 弱音器 演奏
意図 い 最終的 弱音器 使わ い 変え あ  

 

10月6日付 父 手紙 上演 延期 伝え い  

 

以上別 書 い い う我慢 う あ ―― い 別 作曲
い ―― ―― 情熱 挙 向 い ――い 二週間 曲 い 4日 書
う ―― 長調 嬢 変 長調 三重唱 1日 作曲 ――1日

半 書 上 ―― 全部完成 う ―― う 二 完成
蔵入 う  

 

中 10月13日付 父 手紙 台本 対 興味深い考え 述 い 引用
う  

 

ああ 不安 音楽 詩 以上 書 い う ――
苦 私 膝 休 う 季苦 ――休 う あ え 稀 除 悪 い う 最

初 部分 ―― う 詩 音楽 従順 娘 ―― 喜歌劇 い
う ？―― い台本 わ ！―― え う ―― 自身 い 目撃 い ――

音楽 完全 支配 い ―― 忘 ―― い う 作品 構想
う 構成 い 言葉 音楽 書 い あ 韻 踏 季韻

誓 言い 価値 あ う 舞台 演出効果 高 え 効果 稀作曲者
全体 構想 わ う 言葉 詩句 挿入 必 喜 う ――詩 音楽 不可欠 要
素 あ 確 ―― 韻 ―― 韻 踏 韻 有害 ―― 学

う 方法 仕事 作曲家先生 必 音楽 失敗 憂 目 あい ―― 

 

10月23日 劇場 初演 11月25日 宮殿
初演 回 1782年5月29日付 父 手紙 完成 6月3日 劇

場 開始 伝え  



 

 

 

あ い い 一緒 伯爵夫人 昼食 あ 後宮 第三幕 夫人
演奏 い ―― あ 今 退屈 仕事 あ ―― 校正 ――来週

月曜日 第一回 予定 ――正直 実 楽 い ―― 

 

本日 演奏会 取 上 季第15番 第17番稀 大幅 修正 い 自筆総譜 残
い 譜面 現存 手書 総譜 譜 印刷譜 異 第15番 自筆総譜 20枚 五線紙 使わ

手 20枚 う 6枚 大 げ 削除 修正 跡 残 い 改訂 時期 理由 明 い
い 第1回 後 あ う 10度 跳躍 あ 大変技巧的 長大 15番

負担 い 17番 明 大幅 書 直 跡 あ 技巧的 追加 華
仕上 い 色 異 修正 時期 第15番 異 可能性 高い 自身

声 合う う 書 い 手紙 書い い う 修正 あ う 本日 演奏会
関係 焦点 当 い 版 声 合う う 書い

修正版 演奏  

 

1782年7月16日午後6時半 後宮 誘拐 KV 384 劇場 初演 7月20日 住 父
宛 手紙 第1回目 公演 大好評 19日 行わ 二回目 公演 陰謀 あ 野次 通 あ
述 い  

 

好評 知 前 手紙 届い う ―― う 二度目 公演 あ
―― う 初日 い陰謀 あ 信 ？――第1幕 絶え 野次 通

間 ！ 歓声 止 わ い ―― 三重唱 望 ――
不運 間違え い―― 季 役稀 ―― う

三重唱 持 え ―― 結果 効果 失わ 今回 ―― ―― 

う 怒 あ 逆上 季歌手 稀少 稽古 い 二度
上演 い ――即座 いい ――二幕 初日 同様 二重唱 両方

喜 涙 溢 同様  

 

当時 宮廷 仕え い 政治家 伯爵 日記 7月30日 次 う 記 い  

 

今晩壮大 後宮 誘拐 音楽 他 雑多 剽窃 寄 集 演技 良
彫像 う  

 

手厳 い批評 あ 神話 古代 英雄伝 題材 い 季正歌劇稀 専門
うい 向い い い 後宮 誘拐 大変好評 1782年 合計

12回 83年 3回 劇場 上演 あ 劇場 27回 生前 上演
い 歌手 演技 高 う あ 1776年以来

刊行 い 詩神 館 1781年3月31日付 通信 以下 一節 あ  

 

関 人 演技 硬直 い 操 人形 い 考え い 申 上
いわ い い 理解 氏 首席 歌手

諸都市 歌 大成功 収 彼 名誉 言 必要 あ 思い 私
彼 歌 演技 魂 入 い い う 思い 氏 歌 随一 歌手 知

い 次い 演技 最良 ――季中略稀―― 夫人 旧姓 嬢
心地 い声 持 い 劇場 弱 嬢 声 比較 い い強い 特別

声質 持 い 加え 彼女 嫌 声 あ 目 利 二人 演技 気 毒 い下手 嬢
次々席 女性歌手 演技 一番 ――季中略稀―― 芝居 同様 人材不足 いう



 

 

 

わ う  

 

教授 1798年 著 皇王室宮廷楽長
生涯 資料 基 後宮 誘拐 記載 あ  

 

大好評 あ 狡猾 人 う 人物 立 音楽 危う
い 的 毒 極 激 い嫉妬 起 皇帝 基本的 新

感動的 音楽 魅了 い 次 う 言 あ 私 耳 美 い 音 多
い 君  

う 必要 い 陛下 い 偉大 精神 持 主 わ いあ 高潔 誇
率直 う答え 彼 言葉 皇帝自身 意見 他人 口 あ 見抜い い あ  

 

本日 演奏 曲目 以下 8曲 あ  

 

1. 序曲 長調 

2. 第1番 長調 ： 貴族 愛人 侍女 自分 下僕
海賊 わ 太守 後宮 幽閉 い 愛人 取 戻 太守 後宮

君 会え ！ 歌う  

後宮 番人 追い払い 首切 吊 うえ真 赤 焼 棒 串
刺 焼い 縛 水 最後 皮 剥 教徒 対 憤怒 歌う  

3. 第4番 長調 ： 再会 逃走 計画 練 君 再 会え
ああ 不安 ああ 燃え う 私 心 う 不安 再会 喜 心乱  

4. 行進曲第5番a： 太守 伴 遊宴船 帰還 知 行進曲 流 季
文化財団国立図書館 保管 い 総譜季 写譜 極 初期 版稀 現 行進

曲 写譜屋 自筆譜 紛失 い 1980年 発見 行進曲 知 い
9 管楽器 太鼓 太鼓 使用 い 音楽 特徴的 連想

打楽器 使用 い い 稀 

5. 合唱第5番b 長調： 近衛兵 歓呼 合唱 沸 起  

酔わ 成功 共 万歳 歌う 酔 払 運
再会  

6. 第15番 変 長調 ： 二人 再会 抱 合 喜 喜 涙 流 愛 恋 男
え 歌う  

7. 第17番 変 長調 ： 船乗 持 真夜中 逃亡 企
心配 震え わ え 強 信 不可能 愛 結 歌う  

4人 衛兵 戻 前 引 立 い 勝 あ
い 前 刑場 い 時 首 時！ 歌う 太守 現 自分
許嫁 奪 宿敵 息子 知 極刑 覚悟 太守 許 両 出発  

8. 第21番b 長調： 近衛兵 慈悲深い寛大 太守 万歳 歓呼 幕 閉  

 

他 楽曲 使わ い特殊 楽器 登場 Triangoli季 稀
Piatti季 稀 Tamburo grande季大太鼓稀 G管 Flauto piccolo季 稀 あ Tamburo grande

記載 音符 玉 上下 棒 出 い 現在使わ い 大太鼓季 稀 異 楽器 あ
分 指定 大太鼓 呼 両面太鼓 あ 肩 太鼓 吊 右手 先

端 あ 太い 左手 細い 持 太鼓 両面 叩 分 広 使わ い 大太鼓
起源  

舞曲 使用 Flautino季 稀 演奏



 

 

 

う 楽器 あ う 通常 C管 少 短い 同
議論 余地 あ 記譜 G管 音域 調 序曲 f1-f3 第3番

a1-a2 第5番b g1-f3 第14番 c1-g2 第19番 g1-d3 第21番b f1-f3 実 c1 f3季実音 g1 c4稀
2 半 及 音域 演奏 少々無理 あ 3 音域 持 5度高い

G管 使用 考え 今回 残念 特殊 入手 C管
半分 長 C管 代用 音域 d2 c5 低い音域 い

記譜通 演奏 い 断  

 

♪  ♪  ♪ 

 

音楽会 登場 1782年 四旬節 第3日曜日季3月3日稀
伯爵夫人 他 親友 上演 季 稀 名場面 選 自分

歌わ う 協奏曲 1曲 即興 幻想曲 弾い 締 う 勧 1782年1月23日付
父 手紙 伝え い 1783年1月22日付 父 手紙 先週 下宿先 午後6時 午前7時 夜
通 舞踏会 開催 夫妻 夫妻 夫妻 来 い 伝え い
1783年3月23日 劇場 二世 臨席 御前演奏会 開催 前述 伯爵夫人

憐 私 ？－ああ 語 い 私 い KV 369 歌わ 書い 名曲 歌
あ  

1781年9月5日 住 故郷 父 宛 手紙 伯爵夫人 書い
機会 あ 送 い 依頼 い 季 表記 違い あ 当時 うい 表

記 違い あ 稀 9月12日付 1782年3月23日付 手紙 同様 記述 あ 5月8日付 手紙
伯爵夫人 書い 例 曲 早 送 い 催促 い 伯爵夫人 季 劇唱稀

い 届い 分 い い 1783年3月23日 行わ 皇帝 2世 臨席 行わ 演
奏会 曲 選 い う 歌曲 大切 機会 選
不明 あ 決別 自立 決意 心境 う い 御前演奏会
曲目 父 宛 1783年3月29日付 手紙 以下 通 あ  

 

1: 新 2: 4 楽器伴奏 夫人 歌う 私 父上
失い 3: 予約演奏会 協奏曲 第3番 演奏 4: 歌う 劇唱
5: 最近 小 6: 当地 好 い 長調協奏曲 演奏

変奏曲 7: 最後 嬢 歌う 私 行 急い 8: 独
奏 小 季皇帝 い 稀 哲学者 いう 変奏曲― う一度

巡礼 愚民 思う 主題 変奏曲 9: 夫人 歌 作曲 新
い 10: 最初 終楽章  

 

♪  ♪  ♪ 

 

1783年6月21日付 父 宛 手紙 新 い 語 上演 初 2人 人 歌手 出
演 予定 義理 姉 夫人 夫人 2

1曲書 伝え い ワ
季1727-97稀 無分別 詮索好 6月30日 上演 い 手紙 通

新 い う 詮索 い 下 い  KV 420 作曲 第2幕第4場 侯爵 新
妻 侯爵 友人 対話 聞 耳 立 侯爵 激 い嫉妬 駆 怨 歌わ

あわ 思い 理由 い 苦 打 明 い 思わ い 一体私 う い？希望 光
何 無駄 歌 後 移 不運 私 宿命 呪 憤 私 叫

神 私 死 与え 私 慰 歌う 非常 重要 情報 残 い



 

 

 

語 初 人 歌手 出演 いう 人音楽家対 人音楽家 微妙 関係 う い知
7月2日付 父 手紙 曲 演奏 記 新 い風 吹 込 敵

視 い 旧来 系音楽家 改作 う いう噂 あ 広 い
あ  

 

今度 陰謀 い 話 番 気 毒 傷 ――
書い 話 思い ――短い 間季 写譜 わ

いう 稀 片隅 連 君 曲 挿入 伯爵 気
召 い う 言い 親友 歌わ い う 忠告 ―― ――

意見 逆上 う応酬 い 分 時宜 得 い自尊心 愚 う言い ―― 分
―― 名声 博 い わ わ 自分 書 曲 歌 名 上 必要
い 示 書 曲 歌 生 い 二度 挿入 ―― 結果
う？―― 彼 完全 失敗 う 決 い ！――今 彼 後悔 い あ 祭

―― 彼 今日 あ え い 頼 断 ―― あ 曲 簡
単 使え う ―― 件 い 頭 彼 奥 予言 当 伯
爵 当局 幹部 い 何 知 策略 ―― 

 

楽友協会 残 い 劇場 1783年12月22日月曜日午後7時 皇王室国民宮廷劇
場季 劇場稀 創設 音楽芸術家協会 義捐興行 大演奏会 催 5番目 演奏

協奏曲 7番目 歌わ 作曲 新 記載 い
12月24日 父 宛 手紙 い 月曜日 音楽家協会 大演奏会 あ ―― 協奏曲

弾い 1曲歌い ―― う 同 演奏会 催 伝え い
あわ 男 ！夢 う ？――あ 吹 風 KV 431 (425b)

い 考え い 愛人 別 死 向 う絶望 男 陰惨 下界 達 哀 私 夢
見 い 現実 自分 悲 夜 恐怖 中 寂 い夜鳥 声 自分 い い

果 地獄 扉 開 誰 自分 声 耳 貸 わ 叫 え 山彦 い い 死 い
い い彼女 溜息 最後 別 告 い 歌い あ 吹 風 わ い い人

溜息 届 私 彼女 死 う再 会え い う いう 伝え 後半
感情 昂 絶望感 わ 無数 亡霊 多 声 私 悩 何 恐怖 何 残忍 運命

私 訴え溜息 聴い 人 危険 助 求 何 同情 い 歌う
曲 形式 い 本当 演奏会 歌わ 議論 余地 あ 頼 断

う 詮索 い 下 い  KV 420 歌わ い 1784年4月1日 自身 義捐興行 大音
楽会 1曲 歌 い 曲 作曲 い 新聞 伝え い  

 

♪  ♪  ♪ 

 

1785年2月7日 皇帝 2世 妹 大公妃 彼女 夫 今 領 総督
あ エ 公 宮殿 季 園 大温室稀 昼食会 開
催 部屋 中央 祝祭 置 両側 小 設 上演 際 観劇 う客席 適当
位置 移動 あ 日上演 季弟稀 台本 作 語劇
劇場支配人  KV 486 小規模 季喜歌劇稀 音楽 次 あ 劇場支配人

自作全作品目録 2月3日 劇場支配人 音楽 喜劇 序曲 2曲 三重
唱1曲 成 ―― 夫人 嬢 氏 記載 い

伯爵 日記 中 語劇 全体 陳腐 あ 評 い 上演翌日 新聞 詳細 掲載
い  

 



 

 

 

火曜日 皇帝陛下 帝国領 総督殿下 当地 貴族 方
宮 い 娯楽 催 執 行わ 40人 騎士 候 招 方
相手 淑女 選 2人 幌 四輪馬車 馬車 3時 当地 宮殿 出発 大公女殿下

同道 皇帝陛下 同行 向 わ 同地 降
賓客 方 昼食 上 豪奢 上 優雅 え い
樹々 下 食卓 国内外 花々 果物 心地 い 飾 い 皇帝陛下 異国 客人 招待
客 面々 食事 い 間 皇王室宮廷楽団 管楽器 演奏 行 食事 終わ あ
一方 端 え 舞台上 祝宴用 特別 作曲 芝居 新作 劇場支配人 題
皇王室国民劇場 俳優 上演 終わ 別 端 え 語劇場 舞台
同 新 機会用 書 音楽 次 宮廷

上演 間 数多 板 燦然 照明 施 い 9時
一行 先 順序 馬車 持 2人 馬丁 付 添わ 市内 戻 来  

 

食事 間 皇王室宮廷楽団 管楽合奏団 演奏 洞窟 あ 上演当日
2世 音楽演劇関係 最高責任者 宮廷劇場 総監督 兼任 い ＝

伯爵 宛 支払い指示書 送 い  

 

余 貴殿 同封 1,000 送付 貴殿 本日 宮 祝宴 登用 予定 個々
人 以下 割合 分配 わ  

 対  100  

 対  50  

 語役者10人 対 1人50  500  

 語 歌手4人 対 1人50  200  

 対  50  

 対  100  

  合計1,000  

 

有名 歌手季道化役稀 当日 務 語役者 う
役 季 義兄稀 役 夫人

嬢 あ 100 1983年 換算 114万
7500円 あ 配賦 出演料 興味深い 2月11日 18日 25日 劇 劇場 再演 2

月21日付 紙 氏 音楽 い 非凡 美 際立 い
論評 掲載 異様 喝采 大観衆 中 上演 記録 残 い  

 

♪  ♪  ♪ 

 

1785年3月6日 自作全作品目録 次 う 書 入  

 

1曲 協会音楽会用 数知 苦 伴奏 2 2

1 1 1 1 2  

 

男爵 中心 設立 音楽芸術家協会 音楽家 遺族 年金 確保 目
的 い 3月 行わ 音楽会 注文 受 忙 1783年

連 里帰 際 作曲 聴衆 知 い 短調  KV 427 (417a) 転
用 思い至 短調 季

 - 稀



 

 

 

作曲 以降 作曲
戻 前日 8月25日 行わ 未完成部 聖歌 作曲 別 曲 代用 思わ

8声 2重合唱 構成 壮大 曲 完成 部分 1時間近 要 大曲 並々
想い 伝わ 転用 際 使用 歌詞 あ 2

曲 新 作曲 悔悟  KV 469 あ 新 作曲 2曲 第6曲 第8曲 前者
後者 作曲  - 転用

第10曲 三重唱 追加 い 3月13日 日曜日 劇場 音楽芸術協会 予告 出
演奏会 作成 譜 使わ い  

 

第1曲： 私 主 向 力弱い声 あ 季原曲 稀 

第2曲： 栄光 賛歌 う う 季原曲 稀 

第3曲： 不愉快 心配 遠 い 季原曲 稀 

第4曲： い 恵 給え 季原曲 稀 

第5曲： 主 高 給え 季原曲 稀 

第6曲： あ 苦 私 あ 慈悲 探 求 主 私 清 心 見 わ 祈 い 給え  

第7曲： 心 私 罰 給え 季原曲 稀 

第8曲： 暗 不吉 陰 中 晴 渡 空 輝 始 美 い魂 ああ 喜  

第9曲： 私 苦 追い わ 残念 敵 守 給え 季原曲 稀 

第10曲： 神 者 何 危険 恐 い 季原曲  - 稀 

 

予告 

1785年3月13日 日曜日 皇室宮殿近 国民劇場 い 音楽協会 恒例 2部 音楽会 催
第2部 機会 氏 編曲 新曲 合唱付三声 嬢

嬢 氏 演奏  

 

父 上京 息子夫妻 家 滞在 い 父 住 娘 宛 3

月12日付 手紙 3月10日 演奏会季 劇場 協奏曲第21番 長調 初演稀 3月11日
― 予約演奏会 3月12日 劇場 演奏会 多忙 毎日 伝え い 前述

完成 3月6日 協奏曲第21番 完成 3月9日 3

月11日 完成  

 

私 夜 1時前 眠 い い 9時前 起 2時 2時半 食事 悪い天気
！毎日毎日演奏会 い 勉強 音楽 書い い 私 行 い ？ 

 

3月13日 劇場 行わ 音楽芸術協会 演奏会 第1部 交響曲第80番 短調 始
合唱曲 合唱曲 続い 2曲 協奏曲 演奏 3月15日 再演 行わ 時

1曲 協奏曲 演奏 い 第2部 演奏 新曲 独唱
歌わ 当初 指

揮 予定 あ 式次第 あ 名前 線 引い 消 名前 置 換わ い 編成
20本 6本 8本 7本 7本 2本 6本 7本 季1

人 新 作曲 第6曲 必要 演奏 稀 6本 7本 6本 2

本 2本 当時 大編成 あ 合唱団 約60名 強力 あ 季聖
教会 派大修道院 聖 大聖堂 少年 参加稀 演奏者 総数150名

第1回目 演奏会 聴衆 660名 あ 第2回目 225名 貴族 席 空席 あ
慈善演奏会 733 13 収益 あ 中 皇帝 50 季216 40 稀

含  



 

 

 

悔悟 作曲 経緯 い 貴重 記録 残 い 1829年7月15日水曜日
住 67才 季 死後 外交官 再婚

1826年3月24日 再 未亡人 稀 訪 時 内容 彼 日記 残 い  

 

質問 悔悟 う 事情 書 部分 最初 曲  

 

悔悟 元来大 曲 夫婦 最初 子供 産 妻 元気 回復 作曲 いう誓約 果
書い ――初 子 い 彼 特 心配 い 大聖堂 演奏 夫人
主要 全部歌 作曲 気 入 後 い 追加 別 歌詞 完全

う 壮大緻密 傑作 呼 不足 呼  

 

1783年8月25日 聖 教会 演奏 短調 曲  KV 427(417a) 回想 実 46年前
あ 説明 少々正確 欠 い 健康快復 祈願 故郷 教会 献
呈 目的 書い 曲 気 入 い 間違い い あ う  

 

7月24日金曜日 神父 訪 際 悔悟 質問 い  

 

 

う 事情 悔悟 現在 う 形 変え う 神父 尋 う教え ―
― 来 時 何 形式 曲 依頼 新 い曲 作 暇 彼 あ

曲季既 私 書い う 夫人 説明 彼女 最初 産 作曲 稀
部分 利用 可哀相 別 言葉 素晴 い 短調 三重唱曲 2 新

い独唱曲 追加 求 作品 仕上 あ  

 

♪  ♪  ♪ 

 

本日 演奏会 紹介 い 友情関係 後 続い 1785年4月2日付
娘 宛 手紙 父子 3月29日 家 食事 述

い 1785年4月20日 作曲 小 喜  KV 471 独唱 歌
あ 父親 結社 入会 短期間 う 親方 位階 昇階 い

父子 出席 授冠 希望 分団 名誉 讃え 祝典式典 演奏 12月15日
行わ 授冠 希望 分団 集会 大い 尊敬 盟友 作詞 盟友 曲 伴う

盟友 歌わ 外交官 宮廷図書館長 あ 男爵
良 理解者 彼 紹介 創作 大 影響 与え 人物 知 い

1788年2月26日 伯爵邸 男爵 総監督 86名
原曲 復活 昇天 指揮 演奏 時 担当

あ 後 11月 1789年3月
男爵 編曲季 KV 566 KV 572稀 い 初演 歌 記録 残 い  

生涯 最後 完成 作品 書 い 自作全作品目録 最後 記
入 季1791年稀11月15日 小 合唱1曲 1曲 2曲 二重唱1曲 成

2 1 2 2 あ 11月18日 新授冠 希望 分団 献
呈式 演奏  季2017年1月10日稀 
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„タヤム ダラtメびャロuラモ ボus ミムヨ ノムロボヤョ“ェ ソそロムラロムヤtムロ パムロョボモ ィガゴコキイ. 

3. Gerhard Croll: テロヤtヤsマャムロ ソムロヤマャtェ ヒリョメモボラモ ゼヨボミムus トリzボロtェ ドムuム ゼusモボポム sそヨtョヤマャムロ ヒムロユムェ Serヤム ツツサ ソびャラムラwムロユムェ 

ヒムロユモロuルルム グェ ソボラミ ガキサ „タヤム ダラtメびャロuラモ ボus ミムヨ ノムロボヤョ“ェ ソそロムラロムヤtムロ パムロョボモ ィガゴコキイ. 

4. Hendrik Birus, Ulrich Konrad: Wolfgang Amadeus Mozart, Die Eラtメびャロuラモ ボus ミムヨ ノムロボヤョ K.384, Facsimile of the Autograph Score, 

The Packard Humanities Institute (2008). 

5. Stefan Kunze: Wolfgang Amadeus Mozart, Neue Ausgabe sそmtlicher Werke, Serie II: ソびャラムラwムロユムェ ヒムロユモロuルルム 7: Arien Szenen, 

ダラsムヨポョムs uラミ ゾャのロム ヨヤt ナロマャムstムロェ ソボラミ ギェ ソそロムラロムヤtムロ パムロョボモ ィ1971). 

6. Monika Holl: Wolfgang Amadeus Mozart, Neue Ausgabe sそmtlicher Werke, Serie I: Geistliche Gesangswerke, Werkgruppe 4: 

Oratiren, Geistliche Singspiele und Kantaten Band 3: Davide Pentiente, ソそロムラロムヤtムロ パムロョボモ ィ1987). 

7. Gムロャボロミ ゾロリョョサ ヒリョメモボラモ ゼヨボミムus トリzボロtェ ドムuム ゼusモボポム sそヨtョヤマャムロ ヒムロユムェ ノムロヤム ツツサ ソびャラムラwムロユム, Werkgruppe 5: Opern und 

Singspiele, Band 15サ „Der Schauspieldirektor“ェ ソそロムラロムヤtムロ パムロョボモ ィガゴ58). 

8. Spike Hughes: A listener’s Guide to Mozart’s Great Operas, Dover Publications (1972). 

9. H. C. Robbins Landon: Mozart The golden years 1781-1791 with 215 illustrations, 32 in colour and 27 musical examples, Thames 

and Hudson (1990). 

10. Stanley Sadie, John Tyrrell: The New Grove Dictionary of Music and Musicians Second Edition, Oxford University Press (2001). 

11. ，  編，海老沢敏，畔上司 訳： ，後宮 誘拐，音楽之友社 (1988). 

12. 河野淳： 帝国，講談社季2010稀 

13.  著，新井政美 訳： 音楽 伝統 近代，東海大学出版会季1994稀 

14. 伊東信宏：中東欧音楽 回路 20世紀 前衛，岩波書店季2009稀 

15. 編，中矢一義 土田英三郎 日本語版監修： 新 事典，白水社(2006). 

16. ，中矢一義監修，立石光子訳： 女性  家族 友人 音楽，白水社 (2015). 

17. ，  編，海老沢敏，藤本一子訳：  ，音楽之友社 (1989). 

18. ， 編著，須永恒雄訳： 書簡 読 ，  (1984). 

19. ，  編，海老沢敏，畔上司訳：  後宮 誘拐，音楽之友社 (1988). 

20. 高野 紀子訳 解説： 初期 伝 叢書18 ，音楽之友社 (1992). 

21. ，  共編，小池 滋 訳： 巡礼 －1829年 夫妻 旅日記季抄訳稀－，秀文

 (1986). 

22. 属 啓成：  II  声楽篇，音楽之友社 (1975). 

23. ， 編，井本 晌二 訳：  生涯，  (1989). 

24. 高橋 英郎： ，講談社 (1983). 

25. 海老沢 敏，高橋 英郎： 書簡全集III，白水社 (1987). 

26. 海老沢 敏，高橋 英郎： 書簡全集IV，白水社 (1990). 

27. 海老沢 敏，高橋 英郎： 書簡全集V，白水社 (1995). 

28. 海老沢 敏，高橋 英郎： 書簡全集VI，白水社 (2001). 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ダiラführuラg  

 

Intendant: 武本 浩 

Konzertmeister: 大西 正人 

 Violinen:  柿原 美夏 角谷 祐科 久保 聡一 佐藤 奈津子 田邊 明子 

  筒泉 直樹 濱田 利正 藤井 聡子 横小路 美貴子 

 Bratschen:  能勢 徹 河合 士郎 堀井 博子 里上 三保子 

 Violoncelli:  加納 隆 岩田 暢子 近藤 建 

 Kontrabaß:  横田 健司 

 チョのtムラ:  国分 妙子 沼田真奈 

 Oboen:  小林 靖之 利谷 久美 

 Klarinetten: 柳楽 由美子 岩尾 牧恵 

 Fagotte:  尾家 祥介 服部 真貴子 

 ッのロラムロ:  加藤 仁 北脇 知己 

 Trompeten:  中嶋 香織 由良 美彩季 

 Pauken:  木村 祐 

 Schlagzeug:  植木 宥 澄川 竜哉 船戸 哲也 

 

 石澤整形外科  季医 師 ：石 澤  命 仁 稀  

 

診 療 科 ：整 形 外 科 、外 科 、 ハ ビ ーシ ョ 科 、 ウ マ 科  

診 療 時 間  月  火  水  木  金  土  

午 前  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

午 後  ○  ○  Ｘ  ○  ○  Ｘ  

 
 

 豊 中 市 本 町 胸－橋－教矯 
Ｔ饗Ｌ：(06)  6852-3371 

驚ＡＸ：(06)  6852-3362 

θ9時~12時χ 

 

θ5時~7時χ 

 

 

大阪モー サ 第 65 回定期演奏会 

モー とク ネ の出会い  

日時：2017 年 7 月 22 日季土稀午後 2 時開演季予定稀 

会場：豊中市立 文化  

 

交響曲 第 3 番 変 長調 KV 18 

 第 1 番 変 長調 ＜第 2 版＞ KV 113 

協奏曲 長調 KV 622 

交響曲 第 40 番 短調 ＜第 2 版＞ KV 550 

 


